
戸田建設、IT 内製化に向け AWS の実践型トレーニングに
参加
社内開発のスキルを高めて DX を加速

戸田建設株式会社

ビジネスの課題：社内のデジタル人材を育成
してビジネスの変化に対応

学校、病院やオフィスビル、トンネルなど、
品質と安全性に優れた建造物やサービス提
供を通じ、社会の発展に貢献する戸田建設。
2021 年に創業 140 年を迎え、2024 年
竣工の新本社ビル『TODA BUILDING』で
は、東京・京橋の特性を活かした芸術・文化
拠点の創出など、地域の価値を高める開発
を行っています。近年では脱炭素社会の実
現を目指し、再生可能エネルギー事業とし
て浮体式洋上風力発電事業も展開してい
ます。
さらに同社は提供価値の向上に向け、デジ
タル活用に着目。2020 年に ICT 統轄部内
に DX 推進室を新設して、社内の DX 推進
に加え、業務システムや TODA BUILDING 
で利用するサービスを開発する人材の育成
に乗り出しました。
「従来の社内システムは外部に開発を依頼
するか、すでにある製品をカスタマイズし
ていましたが、DX 推進室は自ら手を動か
して開発しようとしています。デジタルで
新しい価値を生み出すには試行錯誤が必要
で、それを外部に依頼していては時間とお
金がかかりすぎるため、社内での開発が必
要と考えました」と語るのは、DX 推進室 
室長の佐藤康樹氏です。
同社では、さまざまな事業部門で活躍する
社員を選抜し、デジタルスキルを身につけ
るリカレント教育を実施しています。その
一環として 2021 年 6 月に参加したの

が、AWS が提供する内製化支援プログラ
ム「ANGEL Dojo for エンドユーザー 
with AWS パートナー（以下、ANGEL 
Dojo）」です。複数の企業が 4 ～ 6 名の
チームで参加し、3 か月間でサービスの企
画とプロトタイプ作成を行い、AWS を活
用したチーム開発を体験できるものです。
「当社は複数のクラウドサービスを利用し
ていますが、AWS 担当者の方が親身に
なって人材教育について紹介してくれたた
め、参加を決めました」（佐藤氏）
同社のチームは現場の備品を再利用するプ
ラットフォームを企画・開発し、ANGEL 
Dojo において ANGEL 賞とベストアーキ
テクチャ賞の 1 位を獲得します。その後、
ANGEL Dojo を支援していた AWS パー
トナーの株式会社 Serverless Operations 
に内製化支援を依頼することにしました。
「当社内の要件がまだ固まっていない曖昧
な状況でも、幅広い技術を持ち、フランク
に相談に乗ってくれたのが Serverless 
Operations でした」と DX 推進室 主任の
宮崎孝一氏は語ります。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：フルマネージド・サーバレス
構成のシステム開発スキルを獲得

同社のデジタル人材育成は、事業部門から
選抜した人材を DX 推進室のメンバーに
加え、デジタルスキルを習得させた後、半数
を事業部門に戻す仕組みとなっています。
ANGEL Dojo 参加の後、DX 推進室には新
たなメンバーが 10 名加わり、2021 年 

概要：建設業として企画からコンサルティング、設計、施工、運用までトータルに手掛
ける戸田建設株式会社。新たな価値の創造や社会課題の解決に取り組む同社は、ビ
ジネス環境の変化に対応するため、2020 年に DX 推進室を立ち上げ、社内公募で
システム内製人材の育成に乗り出しました。現在はさまざまな部門から集まった人材
が、アマゾン ウェブ サービス（AWS）が実施するトレーニングを活用してシステム内
製スキルを高め、現場のさまざまな課題解消に取り組んでいます。

12 月には AWS のデジタルイノベーション
プログラム（DIP）に参加。DIP は Amazon 
独自の顧客起点のサービスデザイン手法を
学び、AWS のフレームワークを利用した
ワークショップの後にサービスを作るとい
うプログラムで、参加メンバーはここで
社内向けの  DX ポータルサイト『DX-
Terminal』を開発しました。Serverless 
Operations の技術支援のもと、フロント
エンドにはコンテンツ配信ネットワークの 
Amazon CloudFront とオンラインスト
レージサービスの  Amazon Simple 
Storage Service（Amazon S3）、Web 
API にはイベント駆動型コンピューティン
グサービスの AWS Lambda、フルマネージ
ドデータベースの Amazon DynamoDB と
いう組み合わせで、サーバーレスアーキテ
クチャで構築しました。
以前の業務で建築構造設計に携わっていた 
DX 推進室 主任の栗本耕太郎氏は「認証に
は Amazon Cognito を使い、セキュリ
ティのために  AWS WAF を使うなど、
サービスを追加して組み合わせていくこと
を学びました。私たちが作るシステムは、維
持費などでもメリットのある、フルマネー
ジドでサーバーレスな構成を基本としてい
ます」と語ります。
建設現場のための施工計画の支援をしてい
たという DX 推進室 主任の宮路寛人氏は
「DIP 参加前にもプログラミングの学習は
していましたが、DX ポータルサイトの構
築を通じて、教材の学習と実際にサービス
を作る上での違いを学び、DX 推進に向け
た第一歩を踏み出すことができました」と
振り返ります。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：すぐに試せる環境と、パートナーの
支援で内製化が急速に進展

DIP に参加したメンバーは、複数のチーム
に分かれて支店や現場レベルでの課題をヒ
アリングし、それらを解決するソリュー
ションを開発。その 1 つが土木工事の作業
所で外部企業にさまざまな業務を依頼する

ためのプラットフォーム『ToLabel（トラベ
ル）』です。メールを中心としてやりとりし
ていた情報を Web サービスに集約するこ
とで、コミュニケーションを円滑にし、業務
の効率化に役立っています。
また、他にもさまざまな業務支援のための
ツール開発を継続的に行っています。「現場
業務効率化のため、紙書類の転記業務をデ
ジタル化するサービスを開発しました」と
語るのは、土木工事作業所の施工管理を行
う部署から異動した DX 推進室 主管の富
江正英氏です。
DX 推進室のメンバーが作るソリューショ
ンは、特定の作業所での試用から改善を重
ね、順次利用部門を拡大しています。会社と
して AWS 認定資格取得も推奨しており、
各種ソリューションの充実につながってい
ます。デジタル人材教育の効果について佐
藤氏は、「予想以上のスピードで、たくさん
の内製化プロジェクトが進んでいます。当
社の中でも DX 推進室に対して見る目が
変わり、いろいろな部署から相談が来るよ
うになっています」と手応えを語ります。メ
ンバーが働きやすい環境の整備に注力した
いという宮崎氏は「皆、急速にレベルアップ
しています。すぐに試せる AWS の環境に
加え、Serverless Operations から質問に
対して素早く、明確な回答をいただけるこ
とも急速な学びのサイクルにつながってい
ます」と語ります。
社内公募によるリカレント教育を通して 
DX 推進室選抜を行うという戸田建設の
取り組みは、3 年を一区切りとしており、
2 期生の計画も始まっています。選抜メン
バーの半分は事業部門に戻る予定となっ
ていますが、DX 推進室との関係を継続
し、内製化のネットワークを最前線まで広
げようと考えています。佐藤氏は今後の展
望について「今はリモートでも一緒にプロ
ジェクトを進められるので、現場の最前線
の課題を見つけ、一緒に解決する形にして
いきたいです。Serverless Operations 
には今後も支援をお願いしたいです」と
語っています。

導入効果
● 社内人材のデジタルスキル向上
● 内製化で社内の課題を迅速に解決
● マネージドサービスで運用負荷軽減

ご利用中の主なサービス
● AWS CloudFormation
● AWS Lambda
● Amazon API Gateway
● Amazon DynamoDB
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企業概要
戸田建設株式会社
建築一式工事、土木一式工事、地域開
発、都市開発などに関する総合的エンジ
ニアリングおよびコンサルティング業務
を展開する戸田建設株式会社。その他戦
略事業として、不動産事業、再生可能エ
ネルギー事業なども手掛けている。
2031 年の創業 150 周年に向け、建物
の機能価値だけでなく、体験価値向上や
社会課題の解決に貢献する、「価値の
ゲートキーパー」として、協創社会の実現
を目指している。
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株式会社 
Serverless Operations

AWS を活用したアプリケーション
開発を主軸に、内製化・開発支援
に豊富な実績を持つ AWS パート
ナー。お客様のチームと協働でプ
ロジェクトを進めその過程でスキ
ルセットをトランスファーすること
で、自走可能なチームを構築する
ことを目指している。特にサーバー
レスを中心としたモダンなクラウド
テクノロジーに強みがあり、お客様
がより競争力のあるプロダクトを
開発し事業拡大を実現できるよう
支援している。
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「予想以上のスピードで、たくさんの内製化プロジェクトが進んでいます。当社
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